
日本語と日本文化との接点

一日本語教育の立場から-

I 日本語教育における文化の問題

言語の学習はいつも文化が伴っている。言語

と文化は切っても切れない関係にあるからであ

る。言語の学習は最初から単語や文型から始め

てだんだん自然な会話や生の文章が現れ，その

なかには人々の感情や価値観なども含まれて学

習者はそれに触れているうちにその言語を操る

人々の思考様式や行動様式，生活様式も分かつ

てくるわけである。

日本語教育の目的の一つは，異文化を持つ日

本人とコミュニケーションをはかるということ

である。スムーズに日本語で日本人とコミュニ

ケーションを行うためには，音声，語蒙，文法，

文章などの言語知識だけでなく，日本文化，日

本社会などの知識も必要である。そのなかでと

くに，日本人の言語行動の特徴，さらに日本人

の言語観というものを理解することは重要であ

る。

しかし，これまでの日本語教育は丈化問題を

重要視してきたが，教育課程に必要なシラパス

として構造シラパス，機能シラパス，話題シラ

パス，技能シラパスなどがよく取り上げられ，

文化シラパスはあまり取り上げられていない。

つまり，日本語教育課程の中には，どんな文化

項目を組み入れたらいいかという議論は少なかっ

たのである。シラパスがなくても日本語教育の

中では文化の問題がないとはいえないが，意識

的に文化の項目を組み入れなくても，言葉と文

化の密接な関係があるから，自然に現れてくる
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わけである。これは避けようとしてもなかなか

避けられないものだ。しかし，自然に出るから，

シラパスなどを規定しなくてもいいといったら，

そうでもない。自然にでてくる文化現象や文化

項目は日本語教育に適当かどうか，系統的なも

のであるかどうか，偏りがないかどうか，伝統

と現代のバランスがとれているかどうか，など

はよく問題になる。したがって，構造シラパス

や機能シラパスなどと同じように文化シラパス

もよく考えて系統的に， しかも対象別や目的別

に文化項目を日本語教育の中に取り入れたらど

うかとわたしは考えている。数年前に「社会丈

化背景知識j，I言語行動の特徴j，I非言語行動
の特徴j，I価値観」という 4項目からなる文化
シラパスの試案を提出してみたことがある。

E 日本語教育における文化シラパスについて

の提案

( 1 )社会文化背景知識例えば，衣食住，自

然と余暇，行事，日常生活，マス・メディア，

交通，教育，政治制度，経済，科学技術，文学

と芸術，宗教信仰，中日交流史など。

( 2 )言語行動の特徴例えば，日本人の言語

観，定型化したあいさつ，人称と呼称，あいづ

ち，女ことばと男ことば，敬語意識，自動詞と

他動詞，授受，迷惑の受身，省略表現，非断定

表現，腕曲表現，断り表現，原因と理由，感情

形容詞，日本人の愛用語句，ことばの文化的連

想，ことわざと慣用句など。

( 3 )非言語行動の特徴例えば，身体動作，
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空間の使い方，接触行動，準言語，身体特徴と

人工品，時間の使い方など。

(4 )価値観例えば，不言実行，腹芸，以心

伝心，集団主義，運命共同体，縁，恩，恥，思

いやり，義理，人情，うちとそと，甘え，間柄，

根回し，建前と本音，世間体，察し，勤労意識

など。

丈化は目に見えるものと見えないものに分け

られるが，価値観は目に見えないものである。

しかし，目に見えないものはときどき言語行動

により見えてくることがある。

同じ場面の応対だが，日本語，英語と中国語

はそれぞれ表現の様式が違うことがある。たと

えば，お客さんに対する庖員の応対の言葉:

日本:いらっしゃいませ。

アメリカ:Can 1 help you? 

中国:休要芙什仏?

日本の場合は顧客をお客様として扱っている。

アメリカの場合は顧客を助ける対象としている。

これに対して中国の場合は顧客をただの買い手

として扱っている。近年来，中国では一部の大

きなデパートや高価なものを売っている屈の庖

員は「双迎光臨!Jという傾向が現れてきたが，
その言葉のすぐ後で「体要実什仏? (何を買い

たいですか)J という性急な表現が出てくる。

露天市場で野菜などを買う場合は「双迎光脂」

という表現はあまり聞こえない。

もうひとつの例である。

隣の庭には果樹があり，其の上に果実が実っ

ているという場面が設定される。この家のこど

もに聞く。「隣の庭の果物がおいしそうですね，

どうして採ってきて食べないですか。」

子供の答えは文化により異なるかもしれない。

中国の場合:他人のものですから無断で採っ

てはいけません。

アメリカ(キリスト教の家庭):神様に見ら

れているので、無断で、採ってはいけません。

中国では， I不義而富且貴，於我如浮雲J(不
義にして富み且つ貴きは，我において浮雲のご

とし)， I君子愛財取之有道J(君子は財を愛す
るもこれをとるに道あり)という古くからの

道徳の伝承がある。

アメリカの場合はキリスト教の影響で人間が

神様の子だから，神様によって守られており，

また，神様によって監視されているのである。

このようにわれわれの言語行動は日に見えない

文化によりコントロールされているわけである。

同じ表現がないわけで、はないが，あれを選ばず

これを選ぶ。という理由は文化あるいは価値観

の力によるところが大きい。

言語と文化との接点を考えるに際し，次のい

くつかの言語行動についてその特徴を見ていき

たいと思う。

1 .定型化したあいさつ

朝大学に来たとき玄関で警備員さんに「おは

ようございますJ，例えば，東洋大学の 2号館
受付で研究室の鍵を借りたら受付の人に「よろ

しくお願いします。」また，夕方，鍵を預けた

ら「お疲れ様でした。」と挨拶をされる。あま

り知らない職員と廊下で会ったら「今日は」と

挨拶を交わす。このように交換研究員としての

わたしは毎日のように挨拶と接している。

日本の挨拶は種類が実に多い。

人に会ったりするとき，歓迎，別れ，初対面，

感謝と応答，お詫びと応答，帰ってきたとき，

出掛けるとき，食事のとき，相手の勤勉を評価

するとき，贈り物をするとき，応諾の言葉など，

たくさん決まりきった表現がある。

挨拶のことばは人と人の関係を密接にする働

きを持ち，人間関係の潤滑油の役を果たしてい

る。日本語の挨拶は定型化され，言葉の表面的

な意味とかけ離れて決まり文句として用いられ

る。それにしても儀礼的に，コミュニケーショ

ンを行ううえで必要不可欠な言葉の運用なのだ。

挨拶の言葉は日本語教育では，次の問題点が

ある。

まず，こんなに種類の多い挨拶の表現は一斉

に導入することが不可能なことだが，何を選ん

だらいいか，どのように順序付けて導入したら
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いいか，どのように導入したらいいか，という

ことは考えておくべきことである。

第2に挨拶の言葉の使い方であるが，つまり，

使う場面などを明らかにして，自然な挨拶語の

導入が必要だと思う。

中国の初級日本語ではよく「おはよう(ござ

います)j， Iこんにちはj，Iこんばんはj，Iさ
ようならj，Iすみません」などを教えるが，こ
れらのあいさつを使う場面についての説明も訓

練も少ない。つまり，挨拶語の語用分析も少な

いし，使い分けの解析も足りない。

たとえば， Iすみません」は詫びる表現とし
て一般に知られているが， しかし，中国の日本

語学習者は「すみません」の感謝の使い方はほ

とんど使えない。教師からの説明の不足が原因

のひとつだが，教材の中にはこのような使い方

がほとんど現れていないのが主な原因ではない

だろうか。もちろん中国語の対応表現「対不起」

からの言語干渉の原因もあると思う。さらに

「すみません」のなかに含まれている日本人の

深層にある遠慮意識に対しての理解はまだまだ

足りないからでもある。

第3は学習者にとって習得しにくい挨拶の言

葉の説明や練習をよくしなければならないこと

である。たとえば次のようなものがあると思う。

失礼します，この聞はどうも(先日は失礼し

ました)，すみません，別れの挨拶などである。

「日本語教育は挨拶から始まる」というのは，

ことばの原点を重視する考え方につながってい

る。

2圃日本語の人称

世界のすべての言語には必ず全人類共通のも

のが含まれていると同時に，自分自身の丈化に

制約されるものがある。言い換えれば，言葉の

中にはほかの文化の人でも理解できるものもあ

れば，自分自身の文化しか説明できないものも

ある。

夏目激石の「我輩は猫である」の英訳は I

am a catだが，逆に日本語に訳せば，

吾(われ)は猫なり。

俺は猫だ。

我(われ)は猫よ。

I一一一我が輩，吾， l奄，私…

と指摘されたことがある。つまり，英語のIは

日本語の「我が輩jI吾jI我jI俺」などの第
一人称代名詞に対応している。そうすれば，日

本語の人称代名詞に含まれている「尊敬と謙譲j，

「年齢j，I性差j，I倣慢不遜」の語感などはす

べてなくなってしまう。

この小説の中国語訳も同じぐらいの問題が存

在している。小説の中の「我が輩」は謙虚の気

持ちも含まれているが，一人前の存在，あるい

は人間の前で尊大な気持ちを持っている意味合

いがある。しかし，中国語に翻訳されたら，そ

のようなニュアンスがなかなか味わえない。

つぎはある日本語教材の中の例文とその翻訳

である。

お前が家のためにどれだけつくしてくれてい

るかおれには十分わかっているよ。/我十分、高

楚，徐方家里己径尽了多仏大的努力。

日本語では，夫婦関係であることがはっきり

しているが，訳文ではよくわからない。

人称代名調も語用の問題があるから，最初か

ら学習者に知ってもらわないと正しい理解と運

用は問題となることがしばしばある。

わたくし，わたし，あたし，ぼく，おれ

あなた，あんた，きみ，お前，貴様

これらの常用人称代名詞は「男性語j，I女性
語j，Iフオ}マルj，Iインフォーマルj，I日上

の人に対してj，I対等関係j，I目下の人に対し
てj，I仲がいいj，I荒っぽいj，I妻に対してj，
「夫に対して」などの語用分析項目を設けて分

析することができるが，実際の運用はず、っと複

雑なものである。
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翻訳しにくい例文:

Tある雑誌を眺めていたら，近頃の中学生，

高校生の女の子は自分のことを「僕jと呼ぶ

という記事が載っていた。実は，私も自分の

ことを「僕jと呼ぶ一人だ。もう高校生でも

ないのにちょっと恥ずかしい。日上の人の前

では注意深く，r私jまたは「あたし」を使っ
ているが，自分の言葉に熱中してしまうとつ

い「僕Jと言ってしまい顔が赤くなる斗

一見わかりやすい文章だが，翻訳しにくい。

このなかの人称代名調を全部中国語の「我」と

訳したら，何を言っている文章なのか，さっぱ

りわからない。人称代名調そのものの使用ルー

ルもあるが，文章に隠れているジェンダーにつ

いての理解がないと，文章全体に対する把握は

できないだろう。

このように翻訳はときどき簡いに例えられて

いる。飾いにかけて飾ってみたら言語そのもの

が漏れてきたのだが，残ったのは文化である。

言い換えれば言葉はなんとか翻訳してしまうが，

文化は翻訳できない説もある。これはその例の

一つだと思う。

筆者は「雪国」における人称代名調の使用状

況の日中対照をしたところ，小説の会話部分で

は日本語原文は中国語訳文の3.47倍，叙述部分

では5.75倍，平均は4.24倍という結果である。

日本人はあまり人称代名詞を使うのを好まな

い理由としては，人の前でできるだけ自己主張

を謹え，謙遜な態度で接したり，お互いに日本

人であるという意識を強く持っていたりするか

らではないかと考えられる。

2007年7月の参議院選挙で各候補者の宣伝の

車が都内を回っているのを見ていた。そのスピー

カーから流れてきた宣伝文句は， ["日本共産党

の0000です。よろしくお願いします。J
「国民新党の0000です。国民新党の000

0です。」などと，ほとんど「わたしが」聞こ

えなかった。日本語母語話者にはごく普通の言

葉遣いに聞こえるが，日本語学習者の耳にはど

うも主語不在の不思議が感じられる。選挙の言

葉の表現のなかにも「言語文化学」が隠れてい

るのである。

3.非断定的表現

日本語母語話者は非断定的表現を愛用してい

る。その証拠のひとつは， ["~だろう(でしょ

う，であろう)j，[" ~かもしれない(かもわか

らない)j，[" ~ょうだj ， [" ~らしいj ， [" ~よう

に思う(感じる，思われる，見える)j，[" ~と

思われるj，[" ~と考えられる(と感じられる，

と認められる)j，などのような非断定的表現の

種類がものすごく多いからである。

非断定表現の機能はいろいろとあるが， ["話

し手の判断をややぼかして表すj，["自分の主張

を椀曲的に述べたり遠まわしに言ったりするj，

「自分の主張を独断ではなく客観的に述べたり，

主張を和らげたりする」などの機能は，いかに

も日本語母語話者らしい話し方であるように思

われる。

日常生活だけでなく，日本の学者の学術論文

に， ["~であろう j ， [" ~と言ってよいのではな

いかj，[" ~と見てもよい」などの表現が多く用

いられている。外国の学者には理解しにくいも

ので，ときどき翻訳しにくい場合もある。われ

われの目にはあまり自信のないような表現だと

見えるが，作者の日本語母語話者の立場として

は，これは聞き手や読み手に対する配慮が入っ

ていると考えられる。また，聞き手や読み手に

自分の主張を強制的にうけいれてもらおうとせ

ず，あるいは個人の立場や主観性を弱めて客観

性を強め，聞き手や読み手を尊重する表現だと

いう。

学術論文の非断定表現を検証するために大学

院生のひとりに学術雑誌を調べさせてみた。

中国語の論文は『教育研究j2004年第 1号か

ら第5号の論文5本と『外語教学と研究j2003 

年第 1号~第5号から各分野の論文5本を資料

とした。論文数量を一致させるために，日本語

の論文は『日本語教育j2003年116号~119号各

号の研究論文5本と， r教育学研究j2003年第
1号~第4号から選んだ論文5本を資料とした。

34 -(129) 



日本語と日本文化との接点

これらの中の非断定表現を選ぴ出し，その使用

量を統計，分析したところ，つぎのような結果

が明らかになった。

日本語の論文では「だろうj，Iであろうj，
「思われるj，I考えられるj，Iではないかj，
「らしいj，Iかろうj，Iょうだj，Iたろうj，
「ではないだろうかj，Iでしょうj，Iょうj，
「ではなかろうかj，Iかもしれないj，Iといえ
る」などの表現は201カ所もあるのに対して，

中国語の論文では， I恐伯是j，I可以汰方j，
「似乎j，I可以説j，I可能j，I也i午Jなどのよ
うな類似している表現はわずか16カ所しかない。

中国語母語話者の日本語学習者が日本語の非断

定的表現に対する敏感さはこのデータからでも

その一端が伺われるであろう。

日本語の非断定的表現に対応するものがない

わけではないが，日本語のように頻繁に使うと

中国語らしくない。はっきりと主張を表すとき

には確かな判断をするのが普通である。

4.断り表現に見る「和」の精神

日本人の礼儀正しいことはよく知られている。

人間関係の「和」を重視するのは伝統文化の特

徴の一つである。体系をなしている尊敬，謙譲

表現，定型化した挨拶表現，競曲話法や暖昧表

現の発達などは日本文化の「和」の精神を示し

ている。間接性をもっ断り表現はその「和」の

一端を表している典型的な例である。

日本語の以心伝心というコミュニケーション

の様式は，相手に考えてもらうことが多い。話

にはときどき余裕を残しておいて聞き手は根掘

り葉掘り問いただすこともない。コミュニケー

ションの双方はなるべく相手の意見を尊重し，

直接の衝突をさけるように心がけている。他人

からの誘い，頼みに対してできないので承諾で

きなくてもあまり「いいえ」を口に出さない。

普通は間接的な断りの方法を使うことが多い。

断りの型は次の 5つに分類できる。

(1) 迎合法

相手の意思に乗り，自分の立場も相手と同じ

ことを表明し，相手の誘いや招きや頼みなどを

承知して受け入れようと思うが， Iしかし(け
れども)……j，その後は省略される。

A:今度の土曜日のパーティーには先生も出

られるそうで，いっしょに行ったらどう

ですか。

B:何もなければわたしもそのパーティーに

参加したいんで、すが…

(2) ためらい法

「ちょっと」などの表現で，困る， i毒踏うと

いう態度表明をし，引き受けられない気持ちを

伝えて相手に理解してもらう。

A:田中さん，そのへんでお茶でも飲んで行
かない。

B:ちょっと今日は…

(3) 延期法

すぐには引き受けず，考えさせてもらう，あ

るいは待ってもらう。日本語の「考えておく」

は普通断りを意味することが多いといわれる。

A:まあ，こういうことなんだけど

B:はあ，…あのう， 2， 3日考えて…

(4) 口実法

口実や理由を作って断る。うそをいうように

思われるが，相手に悪いことをするわけではな

い。でも目上の人への使用は避けたほうがいい

という。

A:今度の日曜，みんなでテニスするんだけ
ど，一緒にどう?

B:ああ，わたし，今度の日曜日は約束があ

るもんですから。

A:あ，そうなの。

B:ええ，すみません。

A:j残念だなあ。
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(5) 沈黙法

腕曲や間接の断りを使っても，相手に聞いた

だされた場合の沈黙は，声のない断りを意味し

ている場合が多いようである。交渉の中の沈黙

はときどきこのような役を果たしている。中国

語母語話者は日本語母語話者の相手が黙ってい

ることをためらいだと思って，まだ可能性があ

ると，期待しているが，その期待は外れること

が多い。

日本語の間接的な断りでもときどき関係修復

の言語行動を伴っている。

0申し訳ありませんが，この次にはなんとか

致します。

0お気持ちはありがたいのですが，又の機会

にさせていただきます。

0今度は遠慮させていただきます。この次に

はお願いします。

(6) 睡昧な「いいです」と「結構ですJ
「いいですjI結構です」は肯定の答えにも否
定の断りにも用いられるが，言葉の中の矛盾体

で日本語の暖昧表現を端的に示しているのでは

ないかと思う。中国の日本語教材における「い

いですJの使用例はほとんど肯定の用法で，断
りに用いられる用例はまれにしかない。中国語

母語話者の教材制作者がおろそかにしたか，あ

るいは，中国語の干渉によるせいか，いずれか

の原因があるが，ちゃんとした文化シラパスが

あれば，ある程度このようなことは避けられる

と思う。

間接的な断りの表現を愛用しているのは歴史

的に「和」を重視している伝統から来たのでは

ないだろうか。「和を以って貴しと為す」とい

う十七条憲法の第一条はまだまだ現代社会の日

本に影響を与えているとわたしは思っている。

でも，このような間接的な断り表現は中国語

母語話者の日本語学習者にはなかなかなじめな

い。かれらはむしろ直接的な話し方を好んでい

る。「不j，I不行j，I不想j，I不去j，I不思意」
などの表現をはっきりと言つてのける。

A:我来帯体掌H巴。
B:不用了，我掌得了。

中国語母語話者にとってはこのような表現は

相手の機嫌を損なうかもしれないという気持は

毛頭ない。しかし，日本語母語話者にとっては，

せっかくの好意を抱えて助けてあげようと思っ

ているのに，冷たく断られてしまって感謝，感

激の気持ちはまったくないと，受け止められて

いる可能性が大きいだろう。

直接的な断りは簡単で，理解しやすい，虚偽

や遠慮などなく，思想の交流も明快である。こ

れに対して，間接的な断りは，言葉遣いは丁寧

で，独断ではなく，相手に刺激を与えない。

「以心伝心」の交流を重んじている。

2種類の断りの方法は，どちらがいいかとい

うことをここで決めることはできない。それぞ

れの文化のなかで広く応用されることは各自の

文化に適応しているのを物語っていると思う。

問題は日中コミュニケーションを行うときに，

どちらの言語行動ルールにしたがって行動する

かということである。日本語教育はもちろん，

日本語のルールをちゃんと教えなければならな

いが，でもいかにいい学習者であってもいかに

正確な日本語を使っていても，母語話者でない

かぎり，自分自身の文化から離れて母語話者と

まったく同じように日本語あるいはほかの言語

を操ることができない。外国語の運用はよく文

化アイデンテイテイの意識を伴う。語用のミス

はときどきこの文化アイデンティテイの転換を

無視したり怠ったりしてしまうときに起こるこ

とが多い。

5.文法に見る文化的特徴

文法とは，いろいろな定義があるが，

「その言語体系において，語句と語句とがつな

がって文を作る時の法則。j(新明解国語辞典)

という定義が一般的である。

。電車が走っている。
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という文は名詞「電車」と動詞「走る」および

助詞「が」と「てJ，補助動詞「いる」からなっ
ている。「電車が」は主語で， 1走っている」は
述語である。「ている」はアスペクトとテンス

の役を果たしている。

すべての言語はこのように文法的な分析がで

きるわけで、ある。しかし，ひとつの言語の文法

構造は，その言語で表している思想や感情の表

出を担っている。したがって，文法構造は表面

的に無味乾燥なものであるように見えるが，そ

の言葉を操る民族の魂がそのなかに宿っている

ものが結構多い。

(1) 授受表現

I~てくれる J ， 1 ~てくださるJ ， 1 ~てやる J ，

I~てあげる J ， 1 ~てさしあげる J ， 1 ~てもら

うJ，1 ~ていただく」という授受表現は，日本

語文法教育の重要な項目のひとつである。習得

しにくい文法項目でもある。授受関係の複雑さ

と中国語の対応表現が少ないことに起因する。

習得しにくいのは文法構造，あるいは構文知

識などのほかに，人間関係を考えたコミュニケー

ション上の問題もある。

授受表現を一番身に付けにくい原因は，利益，

恩恵，人間関係，ウチとソトなどの要素に複雑

にからんでいるところにある。

中国語の発想では「老師教我1i'1日活」という文
は，

。先生は私たちに日本語を教えます(?)。

(教えてくださいます)

というふうに対応させればいいと思われがちで

ある。

。ホームステイのお母さんは，いつもわたし

のためにおいしい料理を作りますけ)

(作ってくれます)。

I~てくれる J ， 1 ~てくださる」は日本語初
心者の日には余計な成分だと思われているから

である。

繰り返してドリル練習させてはじめて「先生

はわたしたちに日本語を教えてくださいます」

の「てくださる」の使い方が定着してしまうが，

どうしてこのように使わなければならない理由

はなかなか納得できないのが普通である。

また I~てあげる」も同様であるが，文法説

明としては，

「動調の連用形に接続助調「て」の付いた形

に付き，主語で表されるサービスの送り手が，

他人のためにすることを，送り手の側から表す。

[1…てやる」と異なり，受け手に対する軽い敬

意がこめられている。目上に対しては「さしあ

げる」を用いるのが一般的JJ(大辞林)
「動作主の行為が相手の人に恩恵を与える意

を表す。」という補足説明もある。しかし， 1恩
恵を与える」という行動はある文化ではよいこ

ととしてうけとめるかもしれないが，日本文化

ではあまり親しい間柄でなければ受け入れにく

いという。他人からの思恵を受けることはとき

どき一種の精神的な負担となることがあるよう

である。したがって，この意味では恩恵を与え

ることは難しい。その難しさは思恵の与え手に

もあるし，受ける側にもある。むしろ受ける側

のほうがより難しいかもしれない。

「恩を売るJ，1恩を着せる」という言い方が
あるのはその裏に隠れている意味が伺われるだ

ろう。

。先生，お荷物を持ってあげましょうか。

という言い方はあまり丁寧でないと言ったら，

今度は

。先生，お荷物を持って差し上げましょう。

と，教師のコメントを聞いて丁寧の程度を上げ

るように修正した。

。先生，お荷物をお持ちしましょう。
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という言い方を習得できるのには，文法構文以

外の知識，つまり利益，恩恵意識をよく理解し

てからでないと無理なのだろう。

同じことで，次の文に対する正確な理解もこ

のような知識はかかせない。

。「してあげるj という気持ちでほんとうの

国際協力はできません。

(2) 受身

受身の基本文型は

。田中君はよく先生に褒められる 0

0ワインはぶどうから作られる。

。このピルは有名な建築家によって建てられたc

文型があれば，その文型によって練習すれば

いい。ただし， IにJIからJIによって」のT吏
い分けを知ってもらえばいしミ。学習者にとって

はそれほど難しいことではない。

しかし，

。燐の赤ちゃんに泣かれて一晩中眠れなかったO

。猫の手も借りたいほど忙しいときに君に行

かれたら， こっちはどうなるんだ。

というような自動詞の受身の使い方にはちょっ

と難しく感じられ，その習得もうまくいかない。

つまり，自動詞の迷惑の受身は学習者にとっ

てはむずかしいのである。

自動調だけではなく，他動調の場合も迷惑の

受身がある。

。花壇の中にごみを捨てられて図った。

。そんなところに街物を置かれては困る。

主語「わたし」は省略されている。話し手が自

分の苦しみを述べているから，とくに必要がな

ければ，言わないのである。

このような文型について被害意識が強い民族

だと言われているが，わたしの考えとしては，

被害というよりも，迷惑意識の強い人間の姿だ

と感じられる。日本人は小さいときから他人に

迷惑をかけることがよくないことだという教育

を受けている。もちろんいいことだと思うが，

しかし，その反面，他人から迷惑をかけられる

のもいやがっているのだ。ここでは中国人の価

値と少し異なるかもしれない。中国の場合は

「お互いに助け合う・相互援助するJI人に助力
することをたのしみとする」という意識が小さ

いときからよく教えられている。その深層の

原因はどこにあるか，詳しい研究は別の機会に

譲るが，この二つの対照について国内のシンポ

ジウムの休みの時間に数人の参加者に言って聞

かせてみたら，日本人はできるだけ他人に迷惑

をかけないようにするが，中国人はできるだけ

お互いに迷惑をかけるようにする，と冗談めい

て返してくれる先生がいた。視点が違うからか

もしれない。

(3) 接続助調「から」と「ので」

いずれも原因や理由を表すが，文法教育の場

合は， Iから」は活用語の終止形の後に， Iので」
は活用語の連体形の後について用いられる，と

いう接続の方法などを教える。しかし，この2

つの接続助調は接続の方法や文法の制限だけの

ことではない。

「ので」は現実にある，あるいは，あった行

動や状況の原因・理由を示す。これに対して，

「から」は話し手の意思・考えなどの原因・理

由を示す。

文法的説明としては， Iから」で接続した文
の後ろには命令，希望，推量，勧誘，禁止，質

問など，話し手の主観にもとづくような場合に

用いられるが， IのでJは「から」に比べ条件
としての独立性が弱い場合に用いられることが

多い。

しかし，依頼や禁止の内容を伝える場合，

「から」を使うと，話し手の考えや意志が強く

出すぎ，聞く人に反感を持たれる恐れがあるか

ら， Iので」を用いて理由を和らげるという使
い方がよく見られる。
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07停から 9暗までは禁煙ですので，こ溺方 また， Iでも」は物事を限定せず，軽く大体
ぐy台、さい。 を指すのに用いられる。

。頭がすこし痛いので，早く帰ってもよろし

いでしょうか。 。ちょっと軽くお食事でもいかがですか。

このように話し手は聞き手の感じ方をよく察 これらの表現は対人コミュニケーションをす

知しないと正しい文法表現であってもスム}ズ るときには話し相手に余裕を持たせ，聞き手に

にコミュニケーションをすることが期待できな は柔らかい感じを与えてくれる働きがあるから

いであろう。 日本語母語話者には愛用されている。

中国語母語話者にはほかしとか暖昧とかいう

(4) 接続助調「けど」と「が」 ような感じがあるかもしれないが，このような

二っとも受け入れの態度の表明，いいよどみ 言い回しは表現心理の特徴ではないかと思う。

と前置きを表すことができる。

。山田さん，いらっしゃいますか。

はい，おりますけど。

。あのう，実はあしたの会議に出られないん

ですが0

0陳と申しますが，山田さんはいらっしゃい

ますか。

受け入れの態度の表明ゃいいよどみでも，前

置きでも，中国語母語話者にとっては，一種の

含蓄の表現であるように思われる。話しを全部

打ち明けるのではなく，なにか余裕を残してお

いて相手とのコミュニケーションがやりやすく

なるようにする言語行動ではないかと思ってい

る。奥深い味わいのある言語表現だと感じられ

る。

これも中国語母語話者の学習者の習得しにく

い点の一つだと思う。

(5) 副助詞 I~ぐらいj ， I~ほどj ， I~ばかり j ，

I~でも」

これらはいずれも大体の数，概数としてよく

用いられる。

。千円ばかり貸していただけませんか0

0三日ほど拝借します。

。あと三日ぐらい待ってくれませんか。

(6) 願望疑問文 I'~たいですか」と I~ほしい

ですか」

。コーヒーが(を)欽みたいです0

0新しい洋服がほしいです。

このような希望，願望表現はそれほど複雑な

ものではない。しかし，そのあとに「か」をつ

けて疑問文にしたら，事情が変わってくる。つ

まり，願望疑問文は聞き手の私的領域に関わる

ため，日本語ではふつう敬語を使う必要のある

相手に対しての使用は失礼なことになる。丁寧

さを保つために，願望疑問文を回避し，いろい

ろな代用表現の使用が可能であるという指摘が

あった。

中国の日本語教材はこの面においてかなり改

善する余地があるのではないと思う。

次は中国で広く用いられている日本語教材の

なかの会話である。

李 牧野さん，あなたは何か欲しい物があ

りますか。

牧野はい，あります。

李 何が欲しいのですか。

牧野慣用句の辞典が欲しいのです。

李 牧野さんは何か買いたい物があります

か。

牧野はい，あります。
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李

牧野

李

何が買いたいんですか。

ラジカセが買いたいんです。

ステレオは買いたくないんですか。

牧野

李

はい，ステレオは欲しくありません。

ラジカセを買って何を開きたいのですか。

このように願望疑問丈は場や相手をよそにし

てむやみに使うと，尋問やインタビユ}のよう

な感じがして，親しい間柄でないと，結局相手

に不快感を与えてしまう。

(7) 自動調と他動詞

日本語の中には，対になる自動詞と他動詞が

たくさんあることがよく知られている。例えば，

育つ一育てる

並ぶ並べる

集まる集める

動く一動かす

使い方としては， rが」か「を」かどちらか
を伴なっているという丈法説明が普通である。

。ドアがあく 0

0火が消える。

。ドアをあける。

O火を消す。

文法上からみれば次のような使い方は学習者

にとっては難しいように思われる。

。写真を写したけれども，写らなかった。

0大学を受けたけれども，受からなかった。

これらの文法上の使いわけは繰り返してトレー

ニングをすれば，ある程度母語の干渉を乗り越

えて習得していくと予想されている。

ところが，自他動調の使い分けにより，裏に

隠れている意味理解も違うわけである。これは

学習者にとってはもっとも難しいところだと思

われる。文法の問題を超えたからである。

お客さんのために:

Oコーヒーが入りましたよ。 (謙虚で低い姿

勢が感じられる)

。コーヒーを入れましたよ。 (ちょっと勉人

への布施の感じがある)

。ラジオが壊れました。(話者には関係ない)

Oラジオを壊しました。(話者には責任があ

るという姿勢が感じられる。)

2007年5月，北海道のある食品加工卸会社は，

主に豚肉を使ったひき肉を「牛ミンチJとして
出荷していた事件があった。社長の記者会見の

テレビ放送を見ていた。そのときの記者の詰聞

は深く印象に残っている。

。混ざったですか，混ぜたですか。

という詰問でした。その社長は記者の詰問に対

して，頭を下げたままで何も言えなかった。

自動詞と他動詞の使い方として日本語教育で

はあっかつてはいるが，自動詞は「その動作が

直接に影響を及ぽす対象を持たない動詞J，他
動詞は「その動作が動作主 c=文法上は一般に
主語〕以外のものを対象として行われ，それに

何らかの影響や変化を及ぼす動調Jo(新明解国
語辞典)これはせいぜい文法学的な説明である。

上の例でもわかるように，実社会の言語生活で

はこれより豊富に使用されているのであろう。

事件の背景があってここの「混ざる」は自動

詞で， r知らないうちにJ，r自然にJ，あるいは
「おのずと」混入してしまうという意味がある。

これに対し「混ぜるJは他動詞で「故意にJ，
「意識的に」入れてしまうという意味がある。

「混ざった」と言ったら，一種の責任逃れのよ

うな感じをあたえてくれる。

したがって，自動詞と他動調の中に含まれる

「責任逃れJ，r責任を負う」という用い方は無
視できない表現の特徴であろう。

6.釈や街頭の掲示に見る日本語

馬尺のホームでは

。お年寄りや，

りましょう。

からだの不自由な方に席を譲
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。この付近はたいへん込み合いますので，ご

乗車になれない場合があります。ホーム中

程が比較的空いておりますので，そちらも

ご利用ください。お客様のご協力をお願い

いたします。

駅のエレベーターでは

。このエレベーターは， どなたでもご利用に

なれます。身体に障害のある方，ご高齢の

方などがご利用の際には，お譲りいただき

ますよう，ご協力をお願いいたします。

駅の売庖では

。いつもキヨスクをご利用いただきまして，

まことにありがとうございます。

当売庖は， しばらくの間，閉店させていた

だきます。

なお，関庖後のお買い物は最寄のキヨスク

かニューディズをご利用いただきますよう，

宜しくお願い申し上げます。

最寄のキヨスク:改札外コンコースにござ

います。

最寄のニユ}デイズ:改札外コンコースに

ございます。

パスの中では

。やむをえず急ブレーキをかける場合もあり

ます。手すりや吊皮などにおつかまりくだ

さい。

駅や街角などでよくこのような掲示を見かけ

る。これはこの固に来た人の日にはどのように

映っているのだろうか。これらの掲示の意味は

次のように受け止められると思う。

(1 )親切に情報を提供してくれる。

(2)言葉遣いは非常に丁寧で，人の心を暖める感

じである。

(3)社会の礼儀作法を示し，人々の言語行動や非

言語行動によい影響を与える。

駅や街頭の掲示の多くは注意や忠告で，言葉

の表現も命令や禁止などが多いのである。

命令表現や禁止表現といったら，中国の日本

語教育では，よく次のような文型で導入する場

合が多い。

。~てください 0-てはいけません
0-ないでください 0-するな

たとえば許容と禁止の表現はよくつぎのよう

な練習が教材のなかに組み込まれている。

。ここで遊んでもいいですか。

いいえ，ここで遊んではいけませんo

O教室でタバコを吸ってもいいですか。

いいえ，教室でたばこを吸ってはいけませ

ん。

。病院で、携帯電話を使ってもいいですか。

いいえ，病院で、携帯電話を使ってはいけま

せんρ

このような機械的なドリル練習はだんだん固

定化してしまって，禁止表現を覚えていくわけ

である。

しかし，日本語の表現はいろいろで，同じ機

能は違う表現で実現することができ，場面やコ

ミュニケーションの相手により選択するわけで

ある。 i-てくださいj，i-てはいけませんj，
i-ないでくださいj，i-するな」のほかに次
のような表現をよく見かける。

。ご遠麗〈ださい

Oお断りします

。禁止します

O禁止

。ご遠慮顧います

O禁止いたします

O禁じます

。禁ずる

このなかでは，とくに「ご遠慮くださいj，

「ご遠慮願いますj，i禁止いたしますj，iお断
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街角の掲示にみる禁止表現と命令表現

りしますJ，I ~ないでくださいJ ， Iお~くださ
い」などの表現がよく目立っている。

一部の掲示は直接の命令や禁止表現を回避し，

客観的な叙述を用いて読み手に推測させ，考え

させる。これは上級な命令，禁止表現ではない

だろうかと思う。

。路上禁煙地区です。指定区域内では罰期が

適用されます0

0当駅は喫煙所以外は終日禁煙となっており

ます。おたばこは乗り換え階段付近の喫煙

所をご利用ください。

2 つの掲示はいずれも I~てはいけません」

というような直接的な表現を避けてはいるが，

でも事実上禁止の情報がちゃんと含まれている。

このような表現は人を人間扱いしているような

感じで，上品な表現だと思う。

また，命令や禁止の用法の代わりに，否定の

使い方ではなく，肯定的で，そして， I~ましょ

う」という勧誘表現で人々の行動を正しいマナー

のほうへ導いている。これも親切で，平等な立

場にたって読み手や聞き手に忠告を与える言語

の技法だと思う。

。丈を連れて入国するのはやめましょう。

。自分で出したゴミはなるべく持ち帰りましょ

つ。

以上見てきたようにこれらの掲示の多くは，

言葉遣いの丁寧度はかなり高くて，読み手には

親切な感じを与えてくれる。

言語はいろいろな働きがあるが，そのなかの

一つは，よい人間関係を作ることである。丁寧

な言葉遣いはときどき人の心に潤いを与えて暖

めてくれる働きがある。その反面，言語は人間

関係を破壊する働きもある。乱暴な話し方は関

係を悪くしてしまって，コミュニケ}ションも

うまくいかないのである。駅や街頭の丁寧な日

本語は人々の言葉遣いによい影響を与えてくれ

るだろう。つまりモデル的，教育的な働きがあ

ると思う。

E 終わりに

日本語と日本文化との接点の考察を通して，

その特徴がいくつか明らかになってきた。まず

「和」の精神を重視することである。これは昔

の聖徳太子の「十七条憲法Jはいまでも強く日
本社会に影響を与えている証だと考えられる。

次に， I和」の精神は言語コミュニケーション
の中にいろいろな形で現れているが，とくに遠

慮表現というのが目立つている。遠慮表現こそ

日本語母語話者の言語表現や対人コミュニケー

ションの中核をなしていると言ってもいいぐら

いである。これについての理解を通して，日本

人理解，ひいては日本社会理解につながるであ

ろう。最後には人間関係の「和」を重視する言

語行動は美しい日本語の代表的なもので，伝統

文化はいろいろな内容があるが，言語行動様式

や言語コミュニケーションはその中の重要な一

つである。したがって， I和」の社会を維持し
ていくためにはこのような伝統をよく守ってい

くのはどうしも必要不可欠なことであり，そし

て日本語教育はこのような美しい日本語の導入

に力を入れるのも当然なことであろう。

中本稿は， 2007年 8月7日に東洋大学アジア文化研究

所研究例会で報告した原稿に加筆訂正したものである。
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